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研究概要：

研究目的：

研究成果：

苦労した点や感想など：

居住の流動が著しい都市社会において、流動的生活者の日常生活を補う「実家」と
しての住宅に着目し、子安浜を範囲とした観察調査、聞き取り調査、図面採取を行
い「実家」としての住宅の役割について研究した。本論ではさらに同敷地における
木造密集住宅地の問題を、研究成果として「実家」としての住宅という側面から解
決する手法を示した。

我々現代人の日常生活の水面下にある「実家」としての住宅の役割を明らかにし、
その特性を具体的に示す事で、住宅計画における新たな計画手法の発見に資する
ことを目的とする。

現在の都市では「実家」というイメージが昔と大きく変化した。離れて暮らしても、
つながりを保っていられる便利な社会になったからである。今後もっとインフラが
整備され、通信機能などが向上していくのならば、さらに実家の役割は重要性を帯
びていくのではないだろうか。本研究が今後の社会に役立つ事を願う。

「実家」としての住宅の役割
・家族が集まる場
・家族の物を置く場
・住み継がれる場

「実家」としての住宅に求められる特性
・冗長性（redundancy）
・拡張性（expandability）
・社会性（sociality）
・記念碑性（monumentality）
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計画全体模型
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（A4 サイズ） 15mm

（図や表、グラフなどを使って説明してください）
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（適宜、各項目の「枠」の大きさを調整してください）
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